






































































































































































































































































































































源域f株1長屯始め 3ι う／；：， ti:., t：.，るの捕獲頭数 l事 If くメこ年もの z·i 
O 、イヂ？之 If.＇メじ丈西洋の也ミ魚本 lι この併代 l乙ゑ色 i威 l乙詮いこまれ乙い...， t:. 
日来 j乙あ、 \,1 乙降、イ募A い化~）歩t.t-. 1ゴのレ乙漂流レ乙色七蘇t利回す
3 乙ヒ 1主先史時イそか 5 作われ Z νt::, • ニれ 1=-frtu 1., 、小型の魚京屯緒梧界
的 l乙捕寝 1 3 乙工労J婚まの化の It 、古場か 3 号き克己札 3 手段 w鈴.:i; ィ
n ti の頭骨 -r1 どか 5 、ゑ亀文時代（紀元前土万午前 ι負 － 300 草 ι更｝ Z' ぉ 3 t 
考之 S れ lv 3 . 16 世紀 lニ；＼ 3 i 、舟合相手役 r鈴色利用し、 陸」ニの矢島:if:t,易t イ浩之 fι捕鯨組織が娩十Lt. 乙の ι うな綿織化三れt捕鯨活重点 l手、
「魚京総 J Z 呼 It' れ t t 主見在のが軟山県、四回、九州北幸F t G Z 山口~



















































































































































































18附 It I ロナタス倣兵銀、 t -/J ＇ ズ鮮 2ff）費、ずトウ，鮮2・ 53..更、イ 7







































































































































































































































































































































































































































































































































































































引？？児島sfiluliぽ杭制定必蛤r仇 （eJ-)(19命、 Wkib(lqksuer and ~/J(/lr 加加k段·sear0 、 7o旬。、p22
5）日辛捕鯨協金、日 $ 11 、宝寺語蘇協会J吾妻 1qq3 年 ／（） Fl ③、来末、 ρ・z.
-40 -
~~－ 
~J同：渇m寺 J：.感告射す3全日制型梢語家↑為会（嬬3{1993〕包率の沿岸，l、主捕鯨~. .f.~－－ p・ 4.
もラ 1'-;..v .1 の 30% 色ょ回園~
岬 fらま銅色 l事門 q_s 年之同
2g B l 3 向 l 臼！乙 ~f 巧作。
合医）j －！£，；主 3 t 「再例 J 支
持 l会~’ト主fl私｜乙狩レ、 ~－ 
他県 61 弘巳多く、 }J)代後．
宇治’J Et)イ〈の男性 t・ 6 割、
60歳す人ょの現此 ＇［＇ l手 7 零1 園邑炉一一一l乙の If: 3 • レオマレ、 20代圃量必？司圃匙
全体Z”ヰ f 中豪存＼1 _J 4-8 園圃：？＼盟国mr
%が「再開」 4も%tょ回！日来人が1捕鯨紫ょと l二対レ t 翼議色申レ立＇l'3
。十こ． 宗十乙、 if 性の ltlt' 也咲： Yam紺， k.( 1'193） ‘ Wh11bl哲ールa tioψ々／aliOMhfJ幼t刷物1hfii/
4・害~ （会「再閉 J lニ否定的 q11d 仰必，捌胸J刷川・7・
と巧七a j;:f!~差也大色く、；合岸桶詩
シ毎i重、東 1ι 、 iff 畿、九、川均区 Tl事「再附」支持派が約 6引. ;f¥:_ ~友 2' It 
~ •／.に毛舜 b fこ，「 .i&-附 J 支持の人 lこ理由屯聞くと、 「生息教が回復 Jt 「日本奇伝統的主〉金業 J 芦J今く、「食べ続 it f;: ¥1 J l串 ω歳以..t: t 高
い． 「捕‘鯨の必要 j会 1'J.- ¥' .J. Z 繁之仁人の :tJ_fb I手、「函際的に批判三札






































































































r. ヂト正 J i 乙〆'J ¥1 7, 
国際ネ£令か 5 の目に見え年い j主力 t 日茶話 r It 1 外圧J t O手3：，亡
の ι 可 f1- IC. 3f車 i志、特い菌降的人誌か負 lニかか 3 －維のヨソアレヲスの




































































































































































































































































引同： β科が語京協会、日李小型輔鮫j動会、事実 t9H年"i-/O月＠、車卒、 ρ.2.
- 42 ー
(7) 
午か。にの 1こ： 3 うか a
・日本 1-J:,;lじ点ヂ洋のさ γ ク鯨カ；· 2. 万 5 千頭以ょ存在 L l v 3 ことか 0＇、さゾク鯨m須の暫定的字叙法配分色零点す 3 .中留！幸子；原の持率色合？ポlj
用の立場方ゴ、 0 ~ γl手人道（f} -t；. 見地~111”臼本のま即査 1：：：.弁才 3 ま千価か
5 ニナt l乙賛成す~ 1;. t”の左手尾治；＇~ ＿？；れた a しかし、 ~国管 l手己文芸了予d
何度が擁立す 3 t t＇ 例外佐終的 5 れないとし、報集 lニイ寸主ナt t 純泉日
本の提案昨今け入れ 5 れ~ Iニ互 5 ナみか。 f：.，，ー
・鮮学言問査七もの自併のための，鯨の捕獲 l手「国際捕．縁取締条約」努st
条の規定 l乙 ι の、客国政府の函荷の雄創 Z レ Z 認め s rt_ 乙 ν$ ＂捕鯨
モラトリアム採択のゑ犬の料拠l喜安全な資源管媛 lンに事吃科常的ヂー
ダの不足 Z”~－？むか‘日本の銅盃＃．争方、ι これに l重持弁点す :s 1こめに佐ぴ
的 S 托化志の Z” ~3 ，梢殺さ閣盃 It疑似品業捕鯨r とす Z 指摘 It 手ちが
司 τ ＼ 1 3 0 ~ヂ子の補完妻宅作 v 、茸こう衿伊卵巣キどの様本屯採取ず K.
含泊輩レ七あヒの骨反体佐官全 J乙利同す 3 ことが条約 Zづえ却五れてい 3 t.こ
め‘ ｛£1i&o t ：. む Z 脅さ帰内市場 lニ出し Z ~1 3 。この収益 l付甜盃 l乙か沙
3 経費の一番F 乙今....， 'l い 3 • ffe.A衣色殺江志い自ネ見扮盃 t'' -t. ナ分 Z’ It ウいかと U ラ怠蒐吃 ,ti ~ 0 魚京t捕獲レ Z 乞の体字詰甜ぺ、 3 ことに ι1）惟押字
通をの紛尿、死亡率、 i 惟など’屯持 3 必要がg 30 
反捕、，解j釆
・視准のモラトリ 7 ム色無期 l~Iこ継続仁ぺきイピヒ考え 3 .令 t：： な 5 商
業鋪鮮‘宅再閉す 3 こと屯正当化 t 51；乙昂’材料力J 不十分有力.：5 て・布 3 • . 
．疋MP の品！ι，鮮の喋持宅保存す 3 こと l長官 B件措置 Tιキく、続在宅聖
域管曜の分野T 岬い 5 れ Z L、 5 措置のーづ 'Z＂~ ~保議区~設定汐J必要
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t' 事 Z 。 手十乙、だMP ／ι 系群こ、、ビの管d 屯乏回レてい 3 炉、サ γ クチ会
アリ l主複雑な僻繕抑係屯主考慮レナ乙措置 z・・~~，シロナ f又鯨資源を
白4夏~ i!: 3 t:. Ki ！こ l主主プク魚本色捕手撃すぺを 1 の示。変毛 ~g か〈 立の ιうな単純乍解釈 l乙科学岩 l宗寺ぞ戚む Z V 年い．
・互理在の捕鯨法のいく A 少（イ列え If長時剰にわ七~~がや爆莞ものの
便嗣など） I.品、容認？”ぎない｜手ど残忍ピe t れ lニ J:. ~苦し品博多くの屈
がもっ口語手L主力物の食肉処:tf Jニ農村~ jま線 U許走れ 3 弘ょのもの Z”あ s 0 
ιA t 先住民 J乙 ι3 捕鯨の場合も、もヴピ λ 三事的に 1r 幻世t~ι ぅ ι 持~"tft改良す 3 すカ屯奨j初すぐさ Cti 3ρ 
. ~叉米の人イ2 ぢが日本の捕鯨 ／v反押す 3 ~車宙 l手「かわし＇ t うと γ う丹空
憎ま~イゴ ..J l いう V わずL方が日来 τ’ l事 ι く三托~ . E 少しにがえ Z 「自分
化ざ l会ウ y -ft-'l＂ の家畜 -t t:. く色仏会べ‘ Zv s く t lニ J 'i も V われ3 0 
しかレ、捕鯨に反対オ 5λ 々が公の場 t” 1 うしに謬由色事 Wi 捕、語家 l二反対し f乙ヒいう記鉢 l事キ ν ．純局乙の「反梢鯨lι感崎論七、Jζν う枇
羊~ I事「白書の捕鯨｝辛料守的色料拠！こも 'l ／）、 Vt 什われい13 の tc" .J ~ V 守捕鯨推理派の主持屯強吉岡守 ~t乙め iニ定観的 lニ j花色れ七宣伝に可ぢ、
匁 ν ょう t ~ 3 0 
・日本沿岸 t ヴイ＼＇ z き七小型捕鯨も、 5見在 Z』＇＇ I事成元消賛ι のも声1 く
免札 5 寄｝炉O L し Z 市場 j乙出荷す 3 f；：め｜ニ、ミゾク鯨屯必要じレ Z ¥) ~ • 
a 志の幼在の沿岸梢鮮も生存捕鯨｜乙準す” 5 カ千プ＇） - 'l し Z 認 dJ Z I 手
しいヒす 3 針色炉事 5 カえ~イ〈常備｜乙喜内魚末をエ業生彦go 主主みの郊若手
T 捕液・得合・述。ェ心、商品化す 3 以ょ、これもま免凋 3 乙ヒ lまずき r~
• r 回線捕鯨取締条約J の条文 ·c1手確か j乙訴）章械徹、定また (IJ l ¥' .s• し
か L 、 5兎在日本か、南極海 2・‘ q'f,,, 'l ¥' ~吉岡査捕焦点 j乙開レ Z It 、 ·Iwζ 刀＇，＂「
中止 -ft_ t 会却 t 吉岡室内’家の鬼睡し t 臼ヌド l乙ポめ~ J Z くゆか之レ波
宮義レ t い~ " 日ヌド l宇ユの語力告色無視レつづいぽ Z ¥' ~ • 弱点 :r:Wc が‘／父妻
ビレ z ¥1 s の位、自ネ足掛1！＿キど’によっ 1.. q手 5 rL~ 生態 lニづい Z の失iii~t＇ お勾て、日本グミゾク織を輔、獲・解幸IJ レ Z 得Z い s }l::f;娠さ宇＃と”の子”
ータ 11- イ2 に立...， t v -r~ v ，手作、静査捕鯨て？制委し fこさ Y ク語意を園内Z"売けミ It' くニヒも、品業捕鯨全面中 Lとの現在 f佐官猟ゃ19季合11i..E1.1J長

















































































































































































































鞠白新制、 f キ語紙管成ヵ：半叡 J f己犠い企草守号、か3 せ性「不Jψ~ J 、
匁 .J.IS、費l~色、制日新聞私．渇の寺 iニ感謝 t3 金、 日李小型！端書記協会（争点） ( ;q13 ） 、 Ba与の狩鼻小型
梯第五、存不．
グリー γ ピー文 （ 1~q心、捕鯨 lι 反対す~ 7 つの主主由工主張、家事、
＇） ーゾピース・ミf~ Iミソ．
γ 11 I ·メ t 検事） （！柄。＼ Sou抄1et1ぺ O初代 J'oaclua/lfーなで今静紘海域
鱗~ t乙反対守 3 のかに ＇＃.. ff-. 、 ク”リー γ ピース. •／＂~＇】：；f ゾ，水野照寺（賞品1 、 r 特集：備、ためぐ 3 挙！~ v －＇、 Blf も毛ジ伊ーナ jレ 11q2 jg、
穿末、 青択式釜本寸）レク、 ρip!'l-97.
日一挙稲鳴：惣~~~ e が ！）、官補旗揚ぜ＼吾妻⑤l例Z穿 6PJ-@1刊3竿 10 耳、
採芳~.
説先祈願、 rfjJ縁海撃4イむ屯採択」、科. 5".2g 、 jJ/)1 、大阪才主主。
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Feh 23 、 1Ve/so11. , ., 
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